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75歳以上の医療費2倍化中止めざす運動を広げよう！！ 

 11月 22日、鈴木財務相と後藤厚労相が、75歳以上の医療費

窓口負担について、一定以上の所得のある人を対象に現行の原

則 1割から 2割に引き上げる措置を 2022年 10月から始めるこ

とで合意しました。 

1月から、通常国会が開会します。右表のように、1月 19日

予定の神奈川国会行動を皮切りに、地元国会議員に署名の紹介

議員になっていただくよう要請をすすめます。2月 18日の「75

歳以上医療費 2倍化中止署名提出行動」を重点日とし、2月 10

日（木）までに署名を寄せてください。国会行動、宣伝行動へ

の参加をすすめてください。署名は、現在 3万筆を超えた到達

点です。公団自治協は年明けから署名を開始します。10万筆の

目標に向けて、宣伝行動などで大きく広げていきましょう。 

また介護署名（介護保険制度の抜本的転換を求める請願署

名）、新いのち署名（安全・安心の医療・介護・福祉を実現

し、国民のいのちと健康を守るための請願署名）の国会議員へ

の紹介議員要請もすすめます。1月 28日の国会行動を重点日と

位置付けます。1月20日（木）までに署名を寄せてください。 

中央主催と神奈川の国会行動は、6月まで予定される通常国会の会期中行われます。75歳以上医療費 2倍化中止

署名、介護署名、新いのち署名はその都度提出して、紹介議員の要請をします。署名を大きく広げましょう。 

「2 倍になるなんてとんでもない」驚いて次々と署名！！ 
12月 2日、伊勢佐木町有隣堂前で、75歳以上の医療費 2割

化反対実行委員会が宣伝行動。12 人参加（保険医協会 6人、

年金者組合2人、ユーコープ労組1人、横須賀社保協1人、県

社保協2人）で保険医協会は開業医の先生が3人。 

「6 月の通常国会で、自民と公明党、維新の会、国民民主

党が 2割化に賛成した」、「来年の 10月に 2倍化をスタートさ

せようとしているので、やめさせましょう」、「ぜひ署名にご

協力を」と訴えました。2 倍化になることは、ほとんど知ら

れてなく、「2 倍になるなんてとんでもない」と驚いて署名す

る人ばかりです。次々と対話が広がり、1 時間足らずで署名

40筆、チラシ・ポケットティッシュ350 を撒きました。 

1月は、27日（木）14時から伊勢佐木町有隣堂前で宣伝行動を実施する予定です。積極的な参加をお願いします。 

2021年も終わります。本年は大変お世話になりました。新型コロナウイルスの感染が広がり、活動への制約

のもとで、大変な一年でした。コロナの感染の広がりは、医療と社会保障の充実の必要性を明らかにしまし

た。2022年は参議院選挙が行われます。「人権としての社会保障の確立」めざして奮闘しあいましょう。 

当面する国会行動等の 

＜取り組み予定＞ 
●1月15日（土）14:00オンライン集会 

ケア労働者の大幅賃上げキックオフ集会 

●1月19日（水）10:00国会議員会館 

神奈川国会行動 

●1月27日（木）14:00伊勢佐木町有隣堂前 

75歳以上の医療費2倍化中止宣伝行動 

●1月28日（金）11:00衆議院第一議員会 

いのち署名・介護署名国会提出行動 

●2月 1 日（火）11:00国会議員会館 

   老人医療費有料化反対中央集会 

●2月16日（水）10:00国会議員会館 

神奈川国会行動 

●2月18日（金）11:00国会議員会館 

75歳以上医療費2倍化中止署名提出行動 

 

12.2伊勢佐木町宣伝行動 
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全ての医療・介護・保育・福祉従事者の処遇改善を要請！！ 
 12月 15日の神奈川の国会行動に 8団体 61人参加。補正予算案の

看護職、介護職、福祉職の労働者の処遇改善に対する改善要請書を

50人の地元国会議員に提出しました。改善要請は、①そもそも低す

ぎる。全産業平均に近づける処遇改善に。②医療現場（薬局で働く

人も含む）、介護現場、保育現場を共に支えるすべての職種・従事

者、そして障害者施設などあらゆる福祉従事者に対する処遇改善

を。③10月以降も交付金とするよう求めるという内容。  

福祉保育労の寺田さんが訪問した、真山勇一議員（立憲）の秘書

が賛同し、今後の署名の紹介議員になることなどを話していただき

ました。 

国の姿勢を断罪、専門家による証人尋問行われる！！  
全国で 6例の判決（原告側 1勝 5敗）が出された「いのちのとり

で」裁判のうち、神奈川生存権裁判もいよいよ大詰めです。12 月

13日の専門家証人尋問をもって、主張立証を終え、来春 (4月 20日

予定)には結審となり、夏には横浜地裁の判決が出る見込みです。 

13日の原告側「専門家」証人尋問は、県議 2名や埼玉の原告はじ

め71名の原告・支援者が横浜地裁に結集しました。 

午前中は松尾悦行証人（元・県ケースワーカー）。前回 6 人の原

告が、生活保護利用者としての生活実態について勇気を持って訴え

たことを受けて、本来考慮すべき生活保護利用者をめぐる実情をい

かに国は考慮していないか、現場のケースワーカー経験をもとに証

言が展開されました。午後は白井康彦証人（元・中日新聞記者）。生活扶助基準の改定に「物価」を考慮したこと

の違法性を、それも過大に考慮し、「物価偽装」のからくりを詳細な資料をもとに、その悪質な恣意性について明

らかにしました。 

証人尋問後、報告集会を開き、法廷に入れなかった多くの方々と、絶対に勝利するための決意を強く固め合いま

した。当面、公正判決を求める請願署名へのお力添えをよろしくお願いします。＜神生連・峯松事務局長より＞ 

子どもと精神障害者 2 級の医療費助成の拡充を！！  

12月 20日、「いのちとくらしと雇用・営業を守る神奈川県市民実

行委員会」は、11月の各分野の交渉を受け、神奈川県に重点要求書

を提出しました。神商連の富塚会長が、神奈川県の武川政策部長に

重点要求書を手渡し、交渉が開始されました。 

県社保協が分担する保健・医療・介護分野は、子どもの医療費助

成の拡充と、重度障害者医療費助成制度の精神障害者 2級の医療費

助成の拡充に絞り込んだ要求を提出しました。 

子ども医療費助成では、「小児医療費助成の補助基準を、対象年

齢の拡充をはじめ、小児医療費助成制度を拡充・改善に向けた検討

に踏み出すこと」とし、「小児医療費助成が優先対策とならない理

由と、補助基準を拡充した場合の試算」を要求としました。 

重度障害者医療費助成制度については、「精神障害者は 2 級まで通院・入院ともに補助対象とすること」とし、

「9月 15日から 10月 15日までの実態把握調査の分析結果の内容と今後の検討スケジュールを知らせる」ことを要

求としました。重点要求に対する回答は、3 月になりますが、その間に具体的な進展があれば、知らせていただく

よう要請します。 

12.13 神奈川生存権裁判 

報告集会での原告団のみなさん 

12.15 神奈川国会行動 

田村智子議員（共産）に署名を渡しました

告団のみなさん 

神奈川県に重点要求提出 



 

－3/4－ 

 

短期証の交付やめた！医療にかかる権利の保障を重視 ！ 

12月 23日、西湘地域社保協は、小田原市

の福祉健康部保険課と国保について懇談し

ました。小田原市の保険課からは、穂谷野

副課長、山崎副課長、早野係長、剱持係長が対応し、社保協は、

清水会長、市川事務局長、堀内さん（新婦人）、山本さん（民

商）と根本（県社保協）が参加しました。 

まず、「横浜市、平塚市に続いて、資格証だけでなく短期証の

交付をやめたことについて」は、「滞納徴収との関係では、短期

証の交付による効果は限定的で費用がかかる」とし、「医療にか

かる権利を保障する」ことを重視したと、きわめて前向きな回答をいただきました。 

滞納徴収については、「保険課だけで対応。手紙・電話・訪問などし、分納などの手立てをとるなど丁寧に対応

している」と話しました。子どもの均等割の減免については、「財源的に非常に厳しい状態なので今はむずかしい」

と回答。来年度の保険料については、「県から納付金の引上げが来ており、保険料を上げないためにどう対策をと

っていくか悩んでいる」と話されました。国の姿勢についての認識で一致するなど、終始和やかな懇談でした。 

2 倍化中止、小児医療費助成、補聴器助成すすめる！ ！ 

川崎市社保協は、12月 15日に第 28回定期総会を開催し、会場

参加者は25人、ZOOMでの参加者は5か所で行われました。 

今回は、度重なるコロナ対応の失敗で、総裁選不出馬に追いや

られた菅内閣の後を受けた岸田内閣のもとでの総選挙直後の総会

となりました。この総選挙で、自民党は議席を減らしたものの、

自・公で国会での安定多数の議席を得ました。一方、「政権交

代」を目指した野党４党は、20項目に及ぶ政権合意を結びたたか

いましたが、国民の選択は「政権交代」に至りませんでした。し

かし、小選挙区では野党統一候補が勝利し、もしくは善戦した選

挙区も多くあり、比例復活当選での議席獲得もあり今後のたたかいに大きな教訓を残すという情勢の中での総会で

した。 

また、今回の総会は、コロナ禍の中での感染対策が必要となり、従来の大規模な開催時のような記念講演などが

持てない困難な状況ではありましたが、27期の総括と、今後の活動方針、予算決算の報告を行いました。 

討論の中では、年金者組合から「75歳以上の医療費窓口負担2割化中止」の取り組みの報告が行われ、より一層

の署名を集める大運動にしていこうとの呼びかけがありました。民商からは国保改善の取り組みの中で、毎年「対

区懇談会」を行っている経験が話され、担当課と懇談しているからこそ、区役所の対応も親切になってきているな

どの報告がありました。また、神奈川土建からは、小児医療費助成制度についての取り組みなどが話され、子育て

世代の組合員の中では、医療費助成制度が強い要求になっている

ことなどが報告され、新婦人からは、「小児医療費助成制度」に

ついて、所得制限なし、一部負担金なしでの実施を自らの経験を

踏まえて発言があり、参加した会場者から共感の拍手が寄せられ

ました。医療生協からは、「コロナ禍」の中での医療労働者の、

涙ぐましい奮闘ぶりが報告されました。労連からの発言は、市内

の公園で行われた食糧支援の内容についての報告でした。事務局

からも発言し、補聴器助成制度創設の取り組みについて改めて、

その意義と必要性が強調されました。        

総会では、27期の総括と今後の活動方針、予算決算案が了承さ

れ、4名の代表委員、20名の幹事、会計監査 1名を選出し終了し

ました。＜川崎市社保協・光野事務局長より＞ 

西湘社保協・小田原市と国保の懇談
2021 年市町村国保調査 

川崎市社保協定期総会 

全員に特別手当2万円支給！！  

生協労連ユーコープ労組 

生協労連ユーコープ労組は、秋闘で理事

会に、全員に 2万円の特別手当を要求し、

1月末の満額支給を実現しました。 

対象は、労組員だけでなく、正規とパー

トなどの非正規はもちろんのこと、学生バ

イト、登録型ヘルパーの方など非労組員に

も支給されます。 
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高すぎる保険料、サービスが制限され自由に選択できない、介護従事者の処遇が低く「人手不足」が蔓延、介護

事業所は経営難にコロナ禍が直撃という深刻な事態に。こうした介護保険制度の現状を打開する展望を探ろうと今

回の学習会を企画しました。中央社会保障推進協議会が作成した「介護保険制度の抜本改革提言（案）」を学び、

介護保険改善の運動の交流の場にしたいと考えています。多くの参加をお待ちしています。 


